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資料１ 国立社会保障・人口問題研究所の推計（令和 5年度推計） 

国立社会保障・人口問題研究所の推計 「日本の将来推計人口（令和５年推計）結果の概要」 

https://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2023/pp2023_gaiyou.pdf
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資料２ 第 6期科学技術・イノベーション基本計画（令和 3～令和 7年度） 

本文 https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf      概要 https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6gaiyo.pdf
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資料３ GX 実現に向けた基本方針 〜今後 10年を見据えたロードマップ〜 

経済産業省 HP より  https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230210002/20230210002_1.pdf
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資料４ 2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申） 

文部科学省 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360.htm

概要    https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2018/12/17/1411360_7_1.pdf
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資料５ 次期教育振興基本計画について（答申） 

文部科学省 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1412985_00005.htm

概要    https://www.mext.go.jp/content/20230308-mxt_soseisk02-000028073_2.pdf
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資料６ 国や社会の動向を踏まえ，取り組むべきこと 

  

Society5.0

第6期科学技術・イノベーション基本計画
（2021.3.26 閣議決定）

研究力の強化，多様で柔軟な教育プログラム
（時代の変化に応じた迅速かつ柔軟なプログラ
ム編成），産業界や地域との連携等

「地域を支える高い能力を持った人材の育成」
「イノベーションを通じた新たな社会づくり」
「リカレント教育の仕組みの重要性」等

2040年にむけた高等教育のグランドデザイ
ン（答申）（2018.11.26 中央教育審議会）

科学技術・イノベーションを中核とする国家間の覇権
争いの激化，気候変動などをはじめとする脅威の現実
化により，スピード感のある社会変革，強靭なサプラ
イチェーンの構築について言及。新たな社会を設計し
価値創造の源泉となる「知」の創造や新たな社会を支
える人材育成を要求。

普遍的な知識・理解と汎用的技能を文理横断的に身に
付け，時代の変化に合わせて積極的に社会を支え，論
理的思考力を持って社会を改善していく資質を有する
人材の必要性が言及。このなかでは，研究力の強化も
うたわれ，強みや特色を明確化し，機能の強化を目指
す必要性も指摘。

次期教育振興基本計画について（答申）
（2023.3.8 中央教育審議会）

Society5.0で活躍する2040年以降の社会を見据えた持
続可能な社会の創り手の育成，社会課題の解決を、経
済成⾧と結び付けてイノベーションにつなげる取組。
リカレント教育を通じた高度人材育成，ICT等の活用に
よる学び・交流機会，アクセシビリティの向上，教育 
DX の推進などにも言及。

Society5.0で活躍する，主体性，リーダーシッ
プ，創造力，課題発見・解決力，論理的思考，
表現力，チームワークなどを備えた人材の育成

GX 実現に向けた基本方針 ～今後 10 年を見据えたロードマップ～（2023.2 内閣府）→ カーボンニュートラル・グリーンへの対応
（GX），レジリエンスな社会，安全・安心社会形成への取り組みGX

DX

第5期科学技術基本計画，第6期科学技術・イノベーション基本計画 →  IoT（Internet of Things）で全ての人とモノがつながり，
様々な知識や情報が共有され，今までにない新たな価値を生み出すことにより社会的な課題や困難を克服する

デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針（2020.12 閣議決定）→ デジタルの活用により、一人ひとりのニーズに合ったサービス
を選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会の実現に向けたDX人材の育成，教育・学習の振興など
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資料７ 大分県長期総合計画（安心・活力・発展プラン 2015～2020 改訂版） 

大分県 HP  https://www.pref.oita.jp/site/choukei-plan2015/oita-plan2015.html
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資料８ 第 3期大分県科学技術振興指針 

大分県 HP https://www.pref.oita.jp/soshiki/14240/kagakugijutusisin3.html

概要    https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2181521.pdf

  

－設置等の趣旨（資料）－10－



資料９ 大分県の産業集積の状況 

※大分県企業立地ガイド https://www.ritti-oita.jp/

  

－設置等の趣旨（資料）－11－



資料１０ 大分大学ビジョン 2040 

https://www.oita-u.ac.jp/webpamphlet/vision/2040/book.pdf
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資料１１ 大分大学理工学部の改組（令和 5年 4月）について 

https://www.st.oita-u.ac.jp/reorganization/
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資料１２ 大学，研究科において取り組むべきこと 

  

Ø 今日的な課題へ対応するための研究分野と
体制の強化（カーボンニュートラル・グリ
ーン・エネルギーなどのGX分野／情報，
データサイエンス分野／半導体分野／持続
可能で安全・安心な社会の構築に関する分
野）

「イノベーション力と研究力の強化」「社会にイノベーションを起こすための人材育成」

▶基礎力の充実・研究力強化 ▶学際的発想の強化 ▶分野のカテゴライズ・
専攻構成の見直し

ü 課題解決のための「理」の要素を組み込ん
だ基礎的能力の拡充

ü 今日的課題に対し，イノベーションを通じ
た新たな社会づくりを牽引できる人材育成

ü 高度情報専門人材育成
ü リカレント教育，リスキリングの推進

ü イノベーション創出と課題解決のための
「理」と「工」の深化のみならず，学際的
な連携，地域社会との連携を推進

ü データ・ドリブン研究の推進等による連
携，研究とDXの深化

Ø 社会実装のための高度な学際的かつ理工
融合教育の展開
…学際連携特別講義，先端理工学特別講
義，Enhanced PBL科目群，研究展開科目
群におけるデータサイエンスや数理も含
めた「理」の要素の導入

Ø 社会や世界の課題解決のための提案力・
企画力・展開力の修得

ü 時事刻々と変化する社会的課題に対応する
ための大学（理工学部・工学研究科）のリ
ソースの統合・連携

ü 研究クラスターの連携による学際的，理工
融合の教育・研究の展開

教育で取り組むべき事項 研究で取り組むべき事項

Ø 既存のリソースと研究クラスター，そして
取り組むべきことから研究科の組織体制の
改革

Ø 専門分野を究めつつも，機動的に連携が可
能な組織体制への見直し

地域環境化学

都市・地域環境 地域連携・DX推進

GXコア

体制構築で取り組むべき事項

研究力の強化に加えて，バランスの取れ
た「研究科」の組織見直しと体制の強化

工学分野における課題解決とイノベーションに「理」の視点は欠かせない
→ 取り組むべき事項を３つに分類（「教育」と「研究」，そしてそれらを支える「体制構築」）
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資料１３−１ リソースのカテゴライズと研究科の構成（リソースのカテゴライズ） 
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資料１３−２ リソースのカテゴライズと研究科の構成（博士前期・後期課程の構成） 
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資料１４ ５プログラム＋３領域の各課題へのアプローチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＋「学際的思考の強化」

「専門分野の高度化」

「研究力強化」

「研究への展開」

地域デザイン・建築学
プログラム

物理・電気電子
プログラム

応用化学
プログラム

先進機械システム
プログラム

情報・数理・データサイエンス
プログラム

Society5.0GX DX Society5.0GX DX Society5.0GX DX Society5.0GX DX Society5.0GX DX
＜①産業集積と多様性＞ ＜②再生可能エネルギーの先進的取り組み＞

＜③先端技術の活用による効率的な地域運営と連携＞ 

国や世界・社会的動向

地域性と課題

基礎科学 領域 環境デザイン 領域先進技術 領域

Society5.0GX DX Society5.0GX DX Society5.0GX DX

理学系分野や工学基礎分野を基軸として最先端の基礎的
研究課題に取り組み，専門分野の高度化を図る。（※DX
分野との連携）

Society5.0, SDGs, GXに対応した新技術創出，ものづく
りなどの先端技術開発に取り組み，専門分野の高度化を
図る。（※GX分野との連携）

自然環境，地域環境，居住環境，まちづくり，防災・減
災等の地域課題解決に取り組み，専門分野の高度化を図
る。（※Society5.0との連携）

国や世界・社会的動向

地域性と課題

情報・データの分析と利活用，課題
発見（＋DX人材育成）

カーボンニュートラル実現のための
機器開発，資源利活用等

省エネルギー，パワーエレクトロニ
クス，環境負荷の低減等

新素材開発，エネルギー利活用，環
境問題への取り組み等

環境保全，効率的かつ安全安心のま
ちづくり，持続可能性等

＜①産業集積と多様性＞ ＜②再生可能エネルギーの先進的取り組み＞

＜③先端技術の活用による効率的な地域運営と連携＞ 

＜博士前期課程＞

＜博士後期課程＞

※バーチャートにより各分野との関わりを明示
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資料１５ 「理」と「工」の融合の必要性 

 

 

 

 

 

理工融合の視点から
課題解決方策を探る

○ 「理」と「工」の融合の必要性
我々の取り巻く環境の諸課題を「理」の要素抜きに語ることはできない。例えば，エネルギー開発，ロボット工学，気象学，防災工学などにおいては早くから「理」と
「工」の融合が進んできた。単一分野のみでは真の専門性は深められず，これからの新たな分野の開拓も「理」との融合のもとで進むことは想像に難くない。そのよう
ななか，我々は災害の多発，感染症などの不確実性の高い現象の発生やGXの実現などの今日的な課題に直面している。今日的課題や発生しうる課題に対して，それら
の課題をいくつかの要素として分解・理解し，分野をつなげうる「力」が求められており，理工融合を進める意味もそこにある。それはすなわち，イノベーションや新
たな課題解決の手法は多様性のもとでこそ実現することを意味している。Society5.0やGXの実現などさまざまな取り組みが進んでいるが，とりわけ工学分野における
課題解決とイノベーションに「理」の視点を欠かせないことは自明である。「イノベーションとは多様性から生まれる」ことを基本的考え方とし，多様な学術領域と地
域社会との連携のもとに，地域や世界における諸課題へ機動的かつ効果的に対応し，より良い持続可能な社会を創造し，継承しうる人材育成や技術開発を進める。

生活，環境，
社会的諸課題の認識

課題を要素に分解・理解

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０

安全・安心・リスク対応の例 ものづくりの例
近年災害が多発して
おり，安全に住まう
ための方策と環境と
の向き合い方が課題
となっている。

なぜそこで災害発生する（した）のか。
また，どう改良・改善をすれば良いの
か?住まい方のあり方も含めて，その
「場所」を深く知る必要がある。

Society5.0の実現において，データ分析，AI，ロボット，自動運転な
どの技術開発の根幹となるものは「理」の要素である。
GX分野においても，課題解決の根幹をなすのは「理」の要素である。

持続可能な社会の実現
のためには，カーボン
ニュートラル，エネル
ギー開発・効率化など
が課題となっている。

「その場所の成り立ち」や「なぜ危険な
のか」を理解することが重要であり，そ
のためには地形・生物・化学などの素養
＝「理」の要素が必要となる。

エネルギー不足をどう解決するか，新たな
持続的なエネルギー源をどうするか?環境
負荷を下げながら，効率的かつ持続的なエ
ネルギー供給を実現する必要がある。

地域資源の開発のためにも環境の面からの
可能性検討，エネルギー利用の効率化を理
解・分析するためにも数学・化学・生物学
などの素養＝「理」の要素が必要となる。

工学的視点に「理」の視点を加えて解決策の妥当性を検証し，工学的アプ
ローチの軌道修正などを行い，課題解決や技術開発・機器開発に繋げる

より安全に住まうための技術開発，
安全なまちづくり・制度設計などの
提案，行政施策への貢献など

エネルギーの地産地消，安定供給の
ための技術開発，効率的な地域運営
のためのシステム開発など

より良い持続可能な社会人材育成 技術開発

発生しうる次なる課題への対応とイノベーションへ繋げる

Ｇ
Ｘ
実
現
へ
の
貢
献
と
実
装
化

1. 徹底した省エネルギーの推進、製造業の構造転換（燃料・原料転換）
2. 再生可能エネルギーの主力電源化
3. 原子力の活用
4. 水素・アンモニアの導入促進
5. カーボンニュートラルの実現に向けた電力・ガス市場の整備
6. 資源確保に向けた資源外交など国の関与の強化
7. 蓄電池産業
8. 資源循環
9. 運輸部門のGX（次世代自動車，次世代航空機，ゼロエミッション船舶，鉄

道，物流・人流）
10. 脱炭素目的のデジタル投資
11. 住宅・建築物
12. インフラ
13. カーボンリサイクル／CCS（カーボンリサイクル燃料，バイオものづくり，

CO2削減コンクリート等，CCS）
14. 食料・農林水産業
15. 地域・くらしの GX
16. カーボンフットプリント等の排出量の見える化などの需要創出策

「GX 実現に向けた基本方針 ～今後 10 年を見据えたロードマップ～」より

Society5.0で実現する社会（内閣府資料より）

「理」と「工」の融合の例と必要性 政策・施策との整合性

2

Society 5.0

必要な知識や情報が共有されず、新た
な価値の創出が困難

情報があふれ、必要な情報を見つけ、分析
する作業に困難や負担が生じる

これまでの社会

これまでの社会

少子高齢化や地方の過疎化などの課
題に十分に対応することが困難

これまでの社会

人が行う作業が多く、その能力に限界があ
り、高齢者や障害者には行動に制約がある

これまでの社会

IoTで全ての人とモノがつなが
り、様々 な知識や情報が共有さ
れ、新たな価値がうまれる社会

AIにより、多く の情報を分析
するなどの面倒な作業から解
放される社会

少子高齢化、地方の過疎化など
の課題をイノベーションにより
克服する社会

ロボットや自動運転車などの支
援により、人の可能性がひろが
る社会

[内閣府作成]
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資料１６ 大学における工学系教育の在り方について（中間まとめ） 

 

文部科学省 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/081/gaiyou/1387267.htm 

 

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/06/27/1387312_01.pd
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資料１７ 教育プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５つの教育プログラム

▼養成する人材像と教育

全
研
究
科
共
通
科
目

理
工
学
連
携
・
基
礎
科
目
群

研
究
展
開
科
目
群

専
門
領
域
科
目
群

グ
ロ

バ
ル
分
野
・

学
外
特
別
実
習
科
目
群

Enhanced PBL

科
目
群

学際的思考力を強化し，専門分野からの展開力を修得
理工学に関する連携力を強化し，専門分野への展開力，発展力を修得

データサイエンス，IoT，ネットワーク
セキュリティの分野とし，ITSS+レベル
4の技術・能力を修得

高度な専門領域・分野の専門性，能力を修得

英語表現能力と専門科目の応用力・実践力を修得，国際的視点の強化
専門分野における社会的課題の理解を深め実践力を強化・修得

専門分野への研究展開力と専門分野のより高い研究能力を修得

学
位
論
文
審
査

理工学部で培った基礎的かつ応用的な専門的能力をさ
らに高め，多様な課題への解決能力を有し，また，国
際的な活動も展開できる研究者・技術者や教育者。社
会人にあっては，社会や企業活動の経験に基づき，研
究能力を醸成し，国際的な活動も展開できる技術者。

不確実で変動性の著しい社会の維持・発展に必要なデ
ジタル革新（DX) を主導する新たなDX人材育成。
（ITSS+レベル4の人材を育成）

DX人材育成プログラム特
定
課
題

研
究

情報専
門人材
教育コ
ア科目

高度実践系科目

理工学専門科目

教育プログラム（博士前期課程） 

博士前期課程 
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高度で最先端の知識を修得し，独立かつ学際的な連携
もとで研究を遂行することができ，社会の課題解決や
イノベーションにつながる新たな分野や理論などの創
出に取り組むことがでる，多様な価値観を尊重でき，
高い倫理性をも備えた指導的研究者・技術者。

▼養成する人材像と教育理
工
学
専
攻
共
通
科
目

理
工
学
専
攻
実
践
演
習
科
目

理
工
学
専
攻
専
門
科
目

•

数
理
・
情
報
系
科
目

•

物
質
・
環
境
科
学
系
科
目

•

先
進
技
術
系
科
目

演習を通じてより高度な実践力を修得（英
語，データサイエンス等）

より高度な専門性を修得し，応用力・展開力を強化，修得

学
位
論
文
審
査

国際的に活躍，活動するための高い能力を修得
また，俯瞰力の修得やキャリア形成も進める

博士後期課程 

教育プログラム（博士後期課程） 
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資料１８−１ ＤＰ−ＣＰ対応表（博士前期課程）
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資料１８−２ ＤＰ−ＣＰ−ＡＰ関係図（博士前期課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１:理学及び工学分野の基礎をなす数学や理科等の基礎学力を備え，複雑化する社会の課題に対して学際的
に取り組み，新たな技術革新を創造する意欲と粘り強さをもっている人

社会を牽引する能力
専門分野における高度な知識を深化させ
て，その展開力を強化し，理工学の視点
から複雑化する社会の諸問題に対して，
情報やデータを分析し，論理的な思考と
批判的な視点をもって，学際的かつ創造
的に取り組むことができる。

研究の目的，方法やスケジュールを明確
に計画し，倫理，知的財産権，著作権な
どの規範に基づき研究を遂行し，研究に
係る情報や結果を適切に管理・活用でき
る。

多様性を尊重し，グローバルな視点をも
ちながら課題解決のために高度な論理的
思考力と協働を重視したコミュニケー
ション力のもと，率先して持続可能な社
会とイノベーションの創造・創出に意欲
的・積極的に参画できる。

• 理工学連携・基礎科目群により，理学及
び工学の応用と専門分野との結びつきを
理解し，理工学に関する連携力を強化す
る。

• 理工学専門科目の専門領域科目群に，高
度な専門知識を学修するための科目をプ
ログラムごとに設定し，理工学の専門的
知識を実践的に展開できる技能や，それ
ぞれの専門分野において国際基準を満た
す高度な専門的知識を修得する。

• 研究展開科目群は特別研究からなり，理
工学的な視点から調査・研究を行い，そ
の成果をとりまとめた修士論文を作成・
発表し，研究開発能力の養成とプレゼン
テーション能力の向上を行う。

• 高度実践系科目では，デジタル変革
（DX）人材育成に焦点を当てた高度情報
実践系科目により，社会のデジタル変革
に必要な実践的ITスキルを修得する。

• 理工学連携・基礎科目群により，情報リ
テラシーや研究者倫理を修得する。

• 特別研究の実践により，研究の目的，方
法やスケジュールを明確に計画できる能
力を養成する。

• 特定課題研究（情報・数理・データサイ
エンスプログラム-高度実践系のみ）の実
践により，課題解決のための計画や遂行
能力を養成する。

• 特別研究や特定課題研究での研究課題遂
行・成果発表を通じて，著作権の理解や
研究者倫理を深める。

• 全研究科共通科目により，学際的思考力
を強化し，専門分野からの展開力を修得
する。

• 理工学専門科目のEnhanced PBL科目群
により，専門分野における社会的課題の
理解を深め実践力，展開力を修得する。

• 理工学専門科目のグルーバル分野・学外
特別実習科目群により，英語表現能力，
専門科目の応用力・実践力を修得すると
ともに，社会人として必要となる高度な
分野横断的でグローバルな視点を深め
る。また，産業や経営に関する知識を学
び，研究実践を通じて社会の中での研究
の位置づけや影響について学修する。

• 特別研究や特定課題研究により，自ら問
題を発見し，それを解決する論理的思考
力と研究実践力・研究管理能力を修得す
る。

２:修得した専門知識や技術を活用して，課題解決や理論創出に自立的に考えながらも
他者と協力・協働して物事を実行する姿勢とコミュニケーション能力をもっている人

３:グローバルな広い視野と高い倫理観を身につけて，国際社会や地域社会の課題
解決やイノベーション創出のために，リーダーシップと行動力を発揮しようとする
意志をもっている人

確かな研究マネジメント能力高度な知識と知的能力
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資料１８−３ ＤＰ−ＣＰ対応表（博士後期課程） 
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資料１８−４ ＤＰ−ＣＰ−ＡＰ関係図（博士後期課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１:高度な専門知識を有し，科学技術を深く探求し，独創的研究に取り組む意欲，社会の課題解決やイノ
ベーションにつながる新たな分野や理論などの創出に意欲をもっている人

社会を牽引する能力

専門分野におけるより高度で最先端の知
識に基づき，自立的かつ学際的な連携の
もとで研究を遂行することができるとと
もに，社会の課題解決やイノベーション
につながる新たな理論および分野の創出
実現に取り組むことができる。

専門分野におけるより高度な研究プロジェ
クト実施のための計画を自ら立案し，管
理・遂行することができるとともに，社会
における責任と使命を強く認識し，豊かな
人間性，法令遵守精神，並びに高い倫理観
に基づいた行動ができる。

多様な文化や価値観を理解・尊重し，より
高度で論理的な思考力とコミュニケーショ
ン力によって，様々な課題解決に向けた広
範な協働や研究成果の発信ができるととも
に，イノベーティブなマインドをもって，
持続可能社会の創造・創出に意欲的・積極
的に取り組むことができる。

専門科目，特別研究，演習科目等の履修
を通じて，各専門分野における高度でか
つ最先端の専門知識と，社会のイノベー
ションにつながる新たな分野や理論など
の創出に取り組み，研究プロジェクトを
企画・立案し，それを遂行できる能力を
修得する。

専門科目，俯瞰力養成セミナー，演習科目
等の履修を通じて，専門力，俯瞰力，研究
能力を強化することにより社会のグローバ
ル化，高度化および複雑化に対応できる能
力を向上させ，高度な発展力・展開力と研
究プロジェクト遂行能力を修得する。そし
て，キャリアパス設計，実習科目等の履修
を通じて，研究者・技術者として高い倫理
観を持ち，人類福祉に貢献することを自覚
し，社会的責任感を修得する。

国際実践演習，サイエンス演習，学術論文
の作成・投稿等を通じて，学際的視野や国
際的コミュニケーション能力を修得すると
ともに，実社会で通用する科学・技術の創
造に取り組むことができる能力を修得す
る。

２:高い倫理観のもと，国際的視野や感覚をもち，効果的かつ戦略的なプロジェクトの立
案と管理においてリーダーシップを発揮できる指導的技術者・研究者を目指している人

３:多様な価値観を理解・尊重でき，人間性が豊かで，持続可能な社会とイノベー
ションの創造・創出に意欲的・積極的に参画しようとする志をもっている人

確かな研究マネジメント能力高度な知識と知的能力

ディプロマ・ポリシー ＤＰ
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資料１９ 定員の見直し 
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資料２０ 学部から研究科への教育と研究の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理
工
学
研
究
科
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と 

 博士前期課程 

 博士後期課程 
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資料２１ 基礎となる学部（改組前）と研究科の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報・数理・データサイエンス
プログラム

先進機械システムプログラム

応用化学プログラム

理工学研究科（R7年度改組）
博士前期課程 理工学専攻

基礎科学 領域

環境デザイン 領域

先進技術 領域

博士後期課程 理工学専攻

物理・電気電子プログラム

地域デザイン・建築学プログラム

機械エネルギー工学コース
(工学専門教育プログラム機械エネルギー分野)

電気電子工学コース
(工学専門教育プログラム電気電子工学分野)

知能情報システム工学コース
(工学専門教育プログラム知能情報システム工学分野)

(数理科学教育プログラム数理科学分野)

応用化学コース 
(工学専門教育プログラム応用化学分野)
(自然科学教育プログラム自然科学分野)

福祉環境工学建築学コース 
(工学専門教育プログラム福祉環境工学建築学分野)

福祉環境工学メカトロニクスコース 
(工学専門教育プログラム福祉メカトロニクス分野)

博士前期課程 工学専攻

博士後期課程 工学専攻

物質生産工学コース

環境工学コース

創
生
工
学
科

共
創
理
工
学
科

機械コース

電気電子コース

福祉メカトロニクスコース

建築学コース

数理科学コース

知能情報システムコース

自然科学コース

応用化学コース

工学研究科理工学部（改組前）
改組前 改組後

高度実践系

情報・数理系
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資料２２ 改組後の学部と研究科の関係（１年生以降の進学の流れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報・数理・
データサイエンス

プログラム

先進機械システム
プログラム

応用化学
プログラム

数理科学プログラム

知能情報システムプログラム（JABEE)

物理学連携プログラム

電気エネルギー・電子工学プログラム

理工学部（R5年度改組）
理工学科

機械工学プログラム（JABEE)

知能機械システムプログラム

生命・物質化学プログラム

地域環境科学プログラム

建築学プログラム（JABEE)

数学，情報システム プログラム群

物理，電子電気エネルギー プログラム群

機械，メカトロニクス プログラム群

化学，生命・物質科学 プログラム群

環境科学，建築 プログラム群

理工学研究科（R7年度改組）
博士前期課程 理工学専攻

基礎科学領域

環境デザイン領域

先進技術領域

博士後期課程 理工学専攻

関連プログラム
情報・数理・データサイエンス
先進機械システム
物理・電気電子
応用化学
地域デザイン・建築学

関連プログラム
情報・数理・データサイエンス
先進機械システム
物理・電気電子
応用化学
地域デザイン・建築学

DX人材育成基盤プログラム

物理・電気電子
プログラム

地域デザイン・建築学
プログラム

関連プログラム
情報・数理・データサイエンス
地域デザイン・建築学

高度実践系

情報・数理系

■文字のプログラム:関連の強いプログラム
■文字のプログラム:一部関連のあるプログラム

－設置等の趣旨（資料）－32－



 

資料２３ 現在の学部２〜３年生の進学の流れ（資料２２の補足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報・数理・データサイエンス
プログラム

先進機械システムプログラム

応用化学プログラム

理工学研究科（R7年度改組）
博士前期課程 理工学専攻

基礎科学 領域

環境デザイン 領域

先進技術 領域

博士後期課程 理工学専攻

物理・電気電子プログラム

地域デザイン・建築学プログラム

創
生
工
学
科

共
創
理
工
学
科

機械コース

電気電子コース

福祉メカトロニクスコース

建築学コース

数理科学コース

知能情報システムコース

自然科学コース

応用化学コース

理工学部（改組前）
改組後

高度実践系

情報・数理系

自然科学コースにおいては，現在の理工学科
物理学連携プログラムの教員に卒業論文の指
導を受けた学生は「物理・電気電子プログラ
ム」への進学，また，理工学科地域環境科学
プログラムの教員に卒業論文の指導を受けた
学生は「地域デザイン・建築学プログラム」
への進学を想定。

－設置等の趣旨（資料）－33－



 

資料２４ 諸課題と研究科改組の関係，特徴 

（教育と研究，学際的思考，研究力強化等） 
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資料２５−１ カリキュラム・マップ（博士前期課程共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理工学専門科目（18単位以上）（必修，選択）

Enhanced PBL科目群*2 （選択必修）（2科目4単位以上）
人間工学実践演習(選必2)  熱流体工学実践演習(選必2)  ・・・

専門領域科目群（必修・選択）
電磁気計測工学特論(選2)   機器設計工学特論(選2)  福祉メカトロニクス特論(選2)・・・

グローバル分野・学外特別実習科目群（選択）
英語表現法特論第一(選2)  学外特別実習B (選2)  ・・・

理工学連携・基礎科目群
（必修，選択）（3科目4単位）

先端理工学特別講義*1 (必2)
情報リテラシー特論(必1) 

研究者倫理特論(必1)

研究展開科目群
（必修）（2科目6単位）

特別研究1(必3)
特別研究2(必3) 

特
定
課
題
研
究
１
・
２

︵
３
単
位×

２
︶

1年次 2年次

修
了

DX人材育成に
関する学部開講科目

※大学院専門領域科目群開講科
目（情報専門人材教育コア科
目）を4年次に受講(必修，選
択)（8単位以上）

情報工学演習第1～2(必4)
知能システム特論1～5(選2)
ネットワーク特論1～2(選2)
…

高度実践系科目

情報・数理・データサイエンスプログラム ー「高度実践系」＜DX人材育成プログラム＞

修
了
＋
認
定

学部

理工学部 理工学科

数理科学プログラム

知能情報システムプログラム

物理学連携プログラム

電気エネルギー・電子工学プログラム

機械工学プログラム

知能機械システムプログラム

生命・物質化学プログラム

地域環境科学プログラム

建築学プログラム

数学，情報システム プログラム群

物理，電子電気エネルギー プログラム群

機械，メカトロニクス プログラム群

化学，生命・物質科学 プログラム群

環境科学，建築 プログラム群

*1先端理工学特別講義:分野間
の連携のあり方，GXや持続可能
な社会実現のためにそれぞれの
分野が果たすべき役割を理解
し，分野横断・学際的視点を高
め，より高度な専門性を修得。

全研究科共通科目
（必修）（1科目2単位）

学際連携特別講義(必2)

※DX人材育成プログラムの「理工学連携・基礎科目群」については，情報系の科目を除く一部の科目を履修し，「Enhanced 
PBL科目群」は選択科目とする。

*3 社会人・リカレント向けのカ
リキュラム編成について:サテラ
イトキャンパスの活用による科目
履修の利便性向上や事前の履修証
明プログラム（単位付与プログラ
ム）の活用による通学期間の短縮
化などを実施。対象科目は「全研
究科共通科目」「理工学連携・基
礎科目群」「専門領域科目群」と
する。

専門領域科目群(必修，選択）（10単位以上） 

システム工学演習第1～2(選4)
計算機科学特論第1～4(選2)
知能システム特論1～5(選2)
ネットワーク特論1～2(選2) …

高度実践系科目群(選択必修)(演習2科目を含む5科目10単位以上）
データサイエンス編 データサイエンス特論1～2(必2)

データサイエンス実践演習1～2(必2)…
IoTソリューション編 IoTソリューション特論1～2(必2)

IoTソリューション実践演習1～2(必2)…
セキュリティ編 セキュリティ特論1～2(必2)

セキュリティ実践演習1～2(必2)…

*2 Enhanced PBL科目群:理工
学基礎科目の受講を経て，データ
サイエンスやGXなど，各専門分
野と関連分野の融合による実践的
教育を行う。社会人は選択科目。

高
度
実
践
系

DX人材育成基盤プログラム

学
位
論
文
審
査

研究展開科目群
（必修）

－設置等の趣旨（資料）－35－



 

資料２５−２ カリキュラム・マップ（博士後期課程） 
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資料２６−１ カリキュラム表（博士前期課程）及び履修モデル 

情報・数理・データサイエンスプログラム（高度実践系）のカリキュラム表及び履修モデル ※DX 人材育成プログラム  

 

  

2 単位 

4 単位 

６単位 

4 単位 

4 単位 

2 単位 

4 単位 

4 単位 

10 単位 

10 選択必修 

【修了要件単位】 

①全研究科共通科目：２単位（必修） 
②理工学連携・基礎科目群：４単位（必修） 
③専門領域科目群：選択した高度実践系科目に関連する選

択科目１０単位 
⑥高度実践系科目群：１０単位（選択必修） 
⑦研究展開科目群：６単位（必修）   
以上の科目の他 選択８単位以上 計４０単位以上 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「４０

単位」となる。 

－設置等の趣旨（資料）－38－

中間 峻介
テキストボックス

中間 峻介
タイプライターテキスト
B



 

情報・数理・データサイエンスプログラム（高度実践系）のカリキュラム表及び履修モデル ※DX 人材育成プログラム  ※秋季入学 

 

 

 

 

  

s 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「４０
単位」となる。 
     は履修の順番を示す。 
★は秋季入学生対応のため前期・後期開講する科目。 

【修了要件単位】 前ページと同様 

2 単位 

4 単位 

６単位 

4 単位 

4 単位 

2 単位 

4 単位 

4 単位 

10 単位 

10 選択必修 

青文字科目:受講時期に注意が必要な科目 

－設置等の趣旨（資料）－39－

中間 峻介
テキストボックス

中間 峻介
タイプライターテキスト
B



 

２年次1年次単位数
科目区分・科目群

後期前期後期前期選択必修

学際連携特別講義（必2)
※オンデマンド受講２①全研究科共通科目

学際的思考力を強化し，専門分野からの展開力を修得する

研究者倫理特論(必1)
数学要論(2)
生物工学特論第二(2) 
環境材料科学特論(2) 
液晶デバイス特論(2) 

先端理工学特別講義(必2)
情報リテラシー特論(必1)
生物工学特論第一(2)
画像解析特論(2)
微粒子科学特論(2)  
非線形科学特論(2)  
天文学特論(2) 

184
②理工学連携・基礎科目群
理学的な知識をさらに高め，理工学に関する連携力を強化し，専
門分野への展開力，発展力を修得する

知能システム特論第二(2)  
知能システム特論第四(2)

知能システム特論第一(2) 
知能システム特論第三(2) 
知能システム特論第五(2)

10【知能システム系科目】知能システムに関わる
スキルを修得する

③
専
門
領
域
科
目
群

理
工
学
専
門
科
目

計算機科学特論第二(2) 
計算機科学特論第四(2)

計算機科学特論第一(2) 
計算機科学特論第三(2)8【計算機科学系科目】計算機科学に関するスキ

ルを修得する

ネットワーク特論第一(2)  
ネットワーク特論第二(2)4【ネットワーク系科目】ネットワークに関する

スキルを修得する

システム工学演習第二(2)システム工学演習第一(2)
情報システム特別実習第一A(1)
情報システム特別実習第一B(2)

情報システム特別実習第一A(1)
情報システム特別実習第一B(2)

10
※情報系【工学演習系科目】研究発信スキルを修得する 情報システム特別実習第二A(1)

情報システム特別実習第二B(2)
情報システム特別実習第二A(1)
情報システム特別実習第二B(2)

代数学特論第二(2)  
幾何学特論第二(2)   
応用解析学特論第二(2)  
関数解析学特論第二(2)
発展方程式特論第二(2)
解析学特論第二(2)

代数学特論第一(2)
幾何学特論第一(2)
応用解析学特論第一(2)
関数解析学特論第一(2)
発展方程式特論第一(2)
解析学特論第一(2)

24【数理科学系科目】数理科学に関する専門的知
識を修得

実践情報工学特論第二(2)  
実践数理科学特論第二(2)

実践情報工学特論第一(2) 
実践数理科学特論第一(2)8

④Enhanced PBL科目群
専門分野における社会的課題の理解を深め実践力
を修得する（GX／データサイエンス関係含む）

英語表現法特論第二(2)
ベンチャービジネス論(2)
アントレプレナーシップ特論第二(1)

英語表現法特論第一(2)
学外特別実習A(1)
学外特別実習B(2)
アントレプレナーシップ特論第一(1)
アントレプレナーシップ特論第三(2)
アントレプレナーシップ特論第四(1)
学外特別研究(2)

16⑤グローバル分野・学外特別実習科目群
英語表現能力と専門科目の応用力・実践力を修得する

特別研究２(3)特別研究1(3)6
⑥研究展開科目群
学んだ関連領域の専門分野への研究展開力と専門分野のより高い
研究能力を修得する

2単位

4単位

6単位

2単位

4単位

12単位

4選択必修

情報・数理・データサイエンスプログラム（情報・数理系）のカリキュラム表及び履修モデル（数理系のケース） 

 

 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

【修了要件単位】 
①全研究科共通科目：２単位（必修） 
②理工学連携・基礎科目群：４単位（必修） 
④Enhanced PBL 科目群：４単位（選択必修） 
⑥研究展開科目群：６単位（必修） 
 
情報系においては， 
③専門領域科目群：選択した Enhanced PBL 科目に関連する
選択科目を６単位（選択必修） 
以上の科目の他 選択８単位以上 計３０単位以上 
数理系においては， 
③専門領域科目群：選択した Enhanced PBL 科目に関連する
科目を４単位（選択必修） 
以上の科目の他 選択１０単位以上 計３０単位以上 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０
単位」となる。 

－設置等の趣旨（資料）－40－



 

情報・数理・データサイエンスプログラム（情報・数理系）のカリキュラム表及び履修モデル（数理系のケース） ※秋季入学 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 
 

s 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０
単位」となる。。 
     は履修の順番を示す。 
★は秋季入学生対応のため前期・後期開講する科目。 

【修了要件単位】 前ページと同様 

2 単位 

4 単位 2 単位 

4 単位 

12 単位 

4 選択必修 

6 単位 

－設置等の趣旨（資料）－41－



 

２年次1年次単位数
科目区分・科目群

後期前期後期前期選択必修
学際連携特別講義（必2)
※オンデマンド受講２①全研究科共通科目

学際的思考力を強化し，専門分野からの展開力を修得する

研究者倫理特論(必1)
数学要論(2) 
生物工学特論第二(2) 
環境材料科学特論(2) 
液晶デバイス特論(2) 

先端理工学特別講義(必2)
情報リテラシー特論(必1)
生物工学特論第一(2)
画像解析特論(2)
微粒子科学特論(2)  
非線形科学特論(2)  
天文学特論(2) 

184
②理工学連携・基礎科目群
理学的な知識をさらに高め，理工学に関する連携力を強化し，専
門分野への展開力，発展力を修得する

機器設計工学特論(2)
福祉メカトロニクス特論(2)   
設計加工学特論(2)   
機械設計学特論(2)

電磁気計測工学特論(2)10【計測・設計系科目】高度な応用を行うための
計測・開発・設計に関する知識を修得する

③
専
門
領
域
科
目
群

理
工
学
専
門
科
目

身体運動工学特論(2) 
人間情報工学特論(2)

数理神経科学特論(2)8【生体系科目】生体に関する知識とその計測・
解析法を習得する

材料強度学特論(2)弾性力学特論(2)4【材料力学系科目】材料の変形，破壊に関する
専門知識と応力，ひずみの解析法を修得する

伝熱学特論(2)
熱工学特論第二(2)

熱工学特論第一(2)  
熱エネルギー解析工学特論(2)8【熱力学・伝熱学系科目】熱の輸送現象とそれ

に伴う力学的仕事に関する専門知識を修得する

流体工学特論(2)2【流体力学系科目】流体の様々条件下での挙動
に関する専門知識を修得する

機械力学特論第二(2)振動工学特論(2)
機械力学特論第一(2)6【機械力学系科目】物体に生じる様々な振動問

題に関する専門知識を修得する

機械制御工学特論(2)2
【制御系科目】システムを状態方程式であらわ
す方法と，それらを用いた様々な解析・制御系
の設計方法を修得する

生体支援工学実践演習(2)  
熱流体工学実践演習(2)
計算流体力学実践演習(2)   
流体力学実践演習(2)
破壊力学実践演習(2) 

人間工学実践演習(2)  
磁界解析実践演習(2)14

④Enhanced PBL科目群
専門分野における社会的課題の理解を深め実践力
を修得する（GX／データサイエンス関係含む）

英語表現法特論第二(2)
アントレプレナーシップ特論第二(1)
ベンチャービジネス論(2)

英語表現法特論第一(2)
学外特別実習A(1)
学外特別実習B(2)
アントレプレナーシップ特論第一(1)
アントレプレナーシップ特論第三(2)
アントレプレナーシップ特論第四(1)
学外特別研究(2)

16⑤グローバル分野・学外特別実習科目群
英語表現能力と専門科目の応用力・実践力を修得する

特別研究２(3)特別研究1(3)6
⑥研究展開科目群
学んだ関連領域の専門分野への研究展開力と専門分野のより高い
研究能力を修得する

2単位

4単位

6単位

2単位

4単位

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

生体運動解析法特論(2)

4選択必修

先進機械システムプログラムのカリキュラム表及び履修モデル（機械系のケース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

【修了要件単位】 

①全研究科共通科目：２単位（必修） 
②理工学連携・基礎科目群：４単位（必修） 
③専門領域科目群：選択した Enhanced PBL 科目に関連する

科目を２単位（選択必修） 
④Enhanced PBL 科目群：４単位（選択必修） 
⑥研究展開科目群：６単位（必修） 
以上の科目の他 選択１２単位以上 計３０単位以上 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０

単位」となる。 

－設置等の趣旨（資料）－42－



 

先進機械システムプログラムのカリキュラム表及び履修モデル（機械系のケース） ※秋季入学 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

s 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０
単位」となる。 
     は履修の順番を示す。 
★は秋季入学生対応のため前期・後期開講する科目。 

【修了要件単位】 前ページと同様 

2 単位 

4 単位 

6 単位 

2 単位 

4 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

4 単位 

4 選択必修 

－設置等の趣旨（資料）－43－



 

２年次1年次単位数
科目区分・科目群

後期前期後期前期選択必修

学際連携特別講義（必2)
※オンデマンド受講２①全研究科共通科目

学際的思考力を強化し，専門分野からの展開力を修得する

研究者倫理特論(必1)
数学要論(2)
生物工学特論第二(2) 
環境材料科学特論(2) 
液晶デバイス特論(2) 

先端理工学特別講義(必2)
情報リテラシー特論(必1)
生物工学特論第一(2)
画像解析特論(2)
微粒子科学特論(2)  
非線形科学特論(2)  
天文学特論(2) 

184
②理工学連携・基礎科目群
理学的な知識をさらに高め，理工学に関する連携力を強化し，専
門分野への展開力，発展力を修得する

ナノエレクトロニクス特論(2)フォトニクス特論(2)
半導体工学特論(2)6【半導体・先端デバイス系科目】半導体や新機

能デバイスに関する高度な専門知識を修得する
③
専
門
領
域
科
目
群

理
工
学
専
門
科
目

電力工学特論(2)電気エネルギー変換工学特論(2)
電磁気学特論(2)6【電磁気・電力系科目】電磁気やエネルギー変

換に関する高度な専門知識を修得する

応用電子工学特論(2) システム制御特論第二(2) 
通信工学特論(2) 

システム制御特論第一(2) 
電磁波工学特論(2)10【制御・通信系科目】現代制御や通信技術に関

する高度な専門知識を修得する

電気電子工学実践演習第二(2)電気電子工学実践演習第一(2)システムLSI設計実践演習(2)6
④Enhanced PBL科目群
専門分野における社会的課題の理解を深め実践力
を修得する（GX／データサイエンス関係含む）

英語表現法特論第二(2)
ベンチャービジネス論(2)
アントレプレナーシップ特論第二(1)

英語表現法特論第一(2)
学外特別実習A(1)
学外特別実習B(2)
アントレプレナーシップ特論第一(1)
アントレプレナーシップ特論第三(2)
アントレプレナーシップ特論第四(1)
学外特別研究(2)

16⑤グローバル分野・学外特別実習科目群
英語表現能力と専門科目の応用力・実践力を修得する

特別研究２(3)特別研究1(3)6
⑥研究展開科目群
学んだ関連領域の専門分野への研究展開力と専門分野のより高い
研究能力を修得する

2単位

4単位

6単位

4選択必修

2単位

4単位

2単位

6単位

2単位

2単位

物理・電気電子プログラムのカリキュラム表及び履修モデル 

 

 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

【修了要件単位】 
①全研究科共通科目：２単位（必修） 
②理工学連携・基礎科目群：４単位（必修） 
③専門領域科目群：選択した Enhanced PBL 科目に関連する
科目を４単位（選択必修） 
④Enhanced PBL 科目群：４単位（選択必修） 
⑥研究展開科目群：６単位（必修） 
以上の科目の他 選択１０単位以上 
計３０単位以上 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０

単位」となる。 

－設置等の趣旨（資料）－44－



 

物理・電気電子プログラムのカリキュラム表及び履修モデル ※秋季入学 

 

 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

s 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０
単位」となる。 
     は履修の順番を示す。 
★は秋季入学生対応のため前期・後期開講する科目。 

【修了要件単位】 前ページと同様 

2 単位 

4 単位 

6 単位 

4 選択必修 

2 単位 

4 単位 

2 単位 

6 単位 

2 単位 

2 単位 

－設置等の趣旨（資料）－45－



 

２年次1年次単位数
科目区分・科目群

後期前期後期前期選択必修

学際連携特別講義（必2)
※オンデマンド受講２①全研究科共通科目

学際的思考力を強化し，専門分野からの展開力を修得する

研究者倫理特論(必1)
数学要論(2) 
生物工学特論第二(2) 
環境材料科学特論(2) 
液晶デバイス特論(2) 

先端理工学特別講義(必2)
情報リテラシー特論(必1)
生物工学特論第一(2)
画像解析特論(2)
微粒子科学特論(2)
非線形科学特論(2)  
天文学特論(2) 

184
②理工学連携・基礎科目群
理学的な知識をさらに高め，理工学に関する連携力を強化し，専
門分野への展開力，発展力を修得する

分子物理化学特論(2)
ソフトマテリアル工学特論(2)

キラル化学特論(2)
触媒科学特論(2)8【分子科学系科目】分子科学の基礎から生命科

学の応用までを修得する
③
専
門
領
域
科
目
群

理
工
学
専
門
科
目

有機構造活性相関特論(2)
有機材料化学特論(2)

物理有機学特論(2)
機器分析科学特論(2)8【物質・材料系科目】物質・材料の科学を修得

する

環境化学特論(2)分離工学特論(2)
物質エネルギー化学論(2)6【環境化学系科目】環境・エネルギー化学につ

いて修得する

応用化学特別研究４(必1)応用化学特別研究３(必1)応用化学特別研究２(必1)応用化学特別研究１(必1)4【先端化学研究】先端的化学研究のトピックス
について理解し，議論する

実践分析化学特論(2)実践生物有機化学特論(2)
実践高分子化学特論(2)6

④Enhanced PBL科目群
専門分野における社会的課題の理解を深め実践力
を修得する（GX／データサイエンス関係含む）

英語表現法特論第二(2)
ベンチャービジネス論(2)
アントレプレナーシップ特論第二(1)

英語表現法特論第一(2)
学外特別実習A(1)
学外特別実習B(2)
アントレプレナーシップ特論第一(1)
アントレプレナーシップ特論第三(2)
アントレプレナーシップ特論第四(1)
学外特別研究(2)

16⑤グローバル分野・学外特別実習科目群
英語表現能力と専門科目の応用力・実践力を修得する

特別研究２(3)特別研究1(3)6
⑥研究展開科目群
学んだ関連領域の専門分野への研究展開力と専門分野のより高い
研究能力を修得する

2単位

4単位

6単位

4単位

4単位

4単位

4単位

2単位

4選択必修

応用化学プログラムのカリキュラム表及び履修モデル 

 

 

 

 

 

 

 

  

【修了要件単位】 
①全研究科共通科目：２単位（必修） 
②理工学連携・基礎科目群：４単位（必修） 
③専門領域科目群：４単位（必修）及び選択した Enhanced 
PBL 科目に関連する科目を２単位（選択必修） 
④Enhanced PBL 科目群：４単位（選択必修） 
⑥研究展開科目群：６単位（必修） 
以上の科目の他 選択８単位以上 
計３０単位以上 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０

単位」となる。 

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

s 

－設置等の趣旨（資料）－46－



応用化学プログラムのカリキュラム表及び履修モデル ※秋季入学 

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

s

s 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０
単位」となる。 

は履修の順番を示す。 
★は秋季入学生対応のため前期・後期開講する科目。 

【修了要件単位】 前ページと同様 

2 単位 

4 単位 

6 単位 

4 単位 

4 単位 

4 単位 

4 単位 

2 単位 

4 選択必修 

－設置等の趣旨（資料）－47－



 

２年次1年次単位数
科目区分・科目群

後期前期後期前期選択必修

学際連携特別講義（必2)
※オンデマンド受講２①全研究科共通科目

学際的思考力を強化し，専門分野からの展開力を修得する

研究者倫理特論(必1)
数学要論(2) 
生物工学特論第二(2) 
環境材料科学特論(2) 
液晶デバイス特論(2) 

先端理工学特別講義(必2)
情報リテラシー特論(必1)
生物工学特論第一(2)
画像解析特論(2)
微粒子科学特論(2)  
非線形科学特論(2)  
天文学特論(2) 

184
②理工学連携・基礎科目群
理学的な知識をさらに高め，理工学に関する連携力を強化し，専
門分野への展開力，発展力を修得する

都市・地域計画特論(2)
有機化学特論第二(2)
生物多様性学特論(2)

環境科学特論(2)
減災デザイン特論(2)
有機化学特論第一(2)
進化生物学特論(2)
環境生物学特論(2)
大気海洋環境特論(2)

18
【自然・環境科学系科目】自然科学や環境科学
における知識をさらに高め，地域環境における
課題解決に向けた高度な能力を修得する③

専
門
領
域
科
目
群理

工
学
専
門
科
目

建築・都市設計演習第四（2）建築・都市設計演習第三(2)

建築環境工学特論第二(2)
建築設備計画特論第二(2)
建築・都市マネジメント特論（2）
建築・都市設計演習第二（2）
建築構造特論(2)
建築木質構造特論(2)
建築耐久設計特論(2) 

建築環境工学特論第一(2)
建築設備計画特論第一(2)
建築・都市デザイン特論（2）
建築・都市設計演習第一（2）
建築構造設計特論(2)
建築鉄骨構造学特論(2)
建築材料工学特論(2) 
建築俯瞰特論(2)

34
【建築学系科目】建築分野における最新の技
術・知識を学び、建築・都市の諸課題に解決に
向けた高度な能力を修得する

建築環境実践演習第二(2)
建築計画実践演習第二(2)
建築構造実践演習第二(2)
建築材料実践演習第二(2)
実践減災デザイン特論(2)
実践環境生物学特論(2)
実践環境科学特論(2)

建築環境実践演習第一(2)
建築計画実践演習第一(2)
建築構造実践演習第一(2)
建築材料実践演習第一(2)

22
④Enhanced PBL科目群
専門分野における社会的課題の理解を深め実践力
を修得する（GX／データサイエンス関係含む）

英語表現法特論第二(2)
ベンチャービジネス論(2)
アントレプレナーシップ特論第二(1)

英語表現法特論第一(2)
学外特別実習A(1)
学外特別実習B(2)
アントレプレナーシップ特論第一(1)
アントレプレナーシップ特論第三(2)
アントレプレナーシップ特論第四(1)
学外特別研究(2)

16⑤グローバル分野・学外特別実習科目群
英語表現能力と専門科目の応用力・実践力を修得する

特別研究２(3)特別研究1(3)6
⑥研究展開科目群
学んだ関連領域の専門分野への研究展開力と専門分野のより高い
研究能力を修得する

2単位

4単位

10単位

2単位

4単位

6単位

4選択必修

2単位

地域デザイン・建築学プログラムのカリキュラム表及び履修モデル（環境科学系のケース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 
 

【修了要件単位】 
①全研究科共通科目：２単位（必修） 
②理工学連携・基礎科目群：４単位（必修） 
③専門領域科目群：選択した Enhanced PBL 科目に関連する
科目を４単位（選択必修） 
④Enhanced PBL 科目群：４単位（選択必修） 
⑥研究展開科目群：６単位（必修） 
以上の科目の他，選択１０単位以上 
計３０単位以上 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が「３０

単位」となる。 

－設置等の趣旨（資料）－48－



 

地域デザイン・建築学プログラムのカリキュラム表及び履修モデル（環境科学系のケース） ※秋季入学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択した Enhanced PBL 科目に関連する科目を指定単位数履修 

s 

※履修モデル 
■の科目を履修するモデル。赤文字の単位数の合計が
「３０単位」となる。 
     は履修の順番を示す。 
★は秋季入学生対応のため前期・後期開講する科目。 

【修了要件単位】 前ページと同様 

2 単位 

4 単位 

10 単位 

2 単位 

4 単位 

6 単位 

4 選択必修 

2 単位 

－設置等の趣旨（資料）－49－



 

※履修モデル（博士前期課程）の標準的な履修モデル ※情報・数理・データサイエンスプログラム（高度実践系）を除く 

 

年次 学期 

① 

全研究科共通

科目 

② 

理工学連携 

・基礎科目群 

理工学専門科目 

⑥ 

研究展開 

科目群 
③ 

専門領域科目群 

④ 

Enhanced PBL 

科目群 

⑤ 

グローバル分野・

学外特別実習科目

群 

※高度実践系 

科目群 
※情報・数理・
データサイエン
スプログラム
（高度実践系） 

１年次 

前期 
学際連携特別

講義 

先端理工学特別

講義（必） 

情報リテラシー

特論（必） 

他選択履修 

選択科目を履修 

Enhanced PBL

科目群から履修 

（選必） 

選択科目を履修   

後期  

研究者倫理特論

（必） 

他選択履修 

選択科目を履修 

Enhanced PBL

科目群から履修

（選必） 

選択科目を履修   

２年次 

前期   

選択科目を履修 

（プログラムに

より設定あり） 

Enhanced PBL

科目群から履修

（選必） 

  特別研究１（必） 

後期   

選択科目を履修 

（プログラムに

より設定あり） 

   特別研究２（必） 
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資料２６−２ カリキュラム表（博士後期課程）及び履修モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修了要件単位】 
理工学専攻共通科目：6 単位（必修），2 単位（選択必修）以上 
上記の科目の他 選択 4 単位以上  
計 12 単位以上 

＊ 社会人学生については，選択科目 

★ 外国人留学生については，選択科目 

1年次～3年次
単位数

科目区分・科目群
選択必修

国際実践演習1(2) ★ 国際実践演習2(2) ★ サイエンスプロジェクト演習(2)
キャリアパス設計(2)* 俯瞰力養成セミナー(2)*

2
選択必修6

理工学専攻共通科目
国際的に活躍，活動するための高い能力を修得する
また，俯瞰力の修得やキャリア形成も進める

基礎科学実習1(2) 先進技術実習1(2) 環境デザイン実習1(2)
基礎科学実習2(2) 先進技術実習2(2) 環境デザイン実習2(2)4理工学専攻実践演習科目

演習を通じてより高度な実践力を修得する

計算機数論特論 数値微分方程式特論 リー群論特論 非線形解析学特論 非線形発展方程式特論
ヒューマンコンピュータインタラクション特論 音空間モデル構成特論 非線形集団運動特論 ディジタルシステム高信頼化特論
情報システム特別講義 知能システム特別講義 画像情報処理特論 言語高度化特論

26
数理・情報系科目
数理科学，情報工学に関するより高度な専門性
を修得し，応用力・展開力を強化，修得する

理
工
学
専
攻
専
門
科
目

分子分光学特論 分子機能解析学特論 理論有機化学特論 表面分子化学特論 高分子材料工学特論 生体有機機能材料特論
電気化学特論 抗体工学特論 有機材料工学特論 有機π電子系特論 応用ソフトマテリアル工学特論
生物生産工学特論 環境材料化学特論 陸水環境化学特論 保全生物学特論 都市空間解析特論
減災システム特論 地盤減災工学特論

36
物質・環境科学系科目
応用化学，環境科学に関するより高度な専門性
を修得し，応用力・展開力を強化，修得する

応用流体力学特論 反応性ガス力学特論 数値破壊力学特論 数値流体力学特論 応用機械力学特論 弾塑性力学特論
数理輸送現象工学特論 人間動作解析特論 人間機械学特論 燃焼解析学特論 生体機能設計工学特論
機械要素・トライボロジー特論 応用電磁波特論 電磁計測工学特論 非線形電磁気工学特論 応用フォトニクス特論
応用ナノエレクトロニクス特論 神経動力学系特論 プラズマ科学技術論 先端半導体工学特論 三次元電磁界解析法
先端的制御理論特論 非線形動力学特論 複雑系科学特論 液体の物理学特論 建築材料特論 建築構造工学特論
建築環境システム特論 木質構造設計特論 住環境マネジメント特論 建築構造解析学特論 建築音響計画特論 地域計画設計特論

66
先進技術系科目
機械工学，電気電子工学，建築学に関する先進
的でより高度な専門性を修得し，応用力・展開
力を強化，修得する

－設置等の趣旨（資料）－51－



 

※履修モデル（博士後期課程）の標準的な履修モデル 

 

（基礎科学領域の場合） 

 

年次 学期 理工学専攻共通科目 
理工学専攻 

実践演習科目 

理工学専攻専門科目 

数理・情報系科目 物質・環境科学系科目 先進技術系科目 

１年次 

前期  基礎科学実習１ 選択科目を履修 （選択科目を履修） （選択科目を履修） 

後期 

キャリアパス設計 

国際実践演習１ 

サイエンスプロジェクト

演習 

基礎科学実習２ 選択科目を履修 （選択科目を履修） （選択科目を履修） 

２年次 

前期 
国際実践演習２ 

（俯瞰力養成セミナー） 
 

 
  

後期      

３年次 

前期      

後期      

 

 

 

 

  

指導教員及び副指導教員のもとで，他の領域に関する専門科目を履修

することも可能 
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先進機械システム
プログラム

応用化学
プログラム

地域デザイン・建築学
プログラム

物理・電気電子
プログラム

情報・数理・データサイエンス
プログラム
高度実践系 ｜ 情報・数理系

寺井伸浩 福田亮治 吉川周二
高見利也 吉崎弘一 大竹哲史
中島誠 畑中裕司 古家賢一

岩本光生 小田和広 田上公俊
濱川洋充 劉孝宏 菊池武士
後藤雄治 池内秀隆 園井千音*

坊向伸隆 渡邉紘 内田俊
紙名哲生 行天啓二
池部実

加藤秀行 栗原央流
中江貴志 橋本淳 福永道彦
山本隆栄 本田拓朗 上見憲弘*
大津健史 高炎輝 小池貴行
佐々木朱美* 大谷英理果* 

末谷大道 ⾧屋智之 金澤誠司
工藤孝人 高橋将徳 槌田雄二

市來龍大 岩下拓哉 小西美穂子
大野武雄 大森雅登 片山健夫
緑川洋一

大賀恭 井上高教 衣本太郎
一二三恵美

近藤篤 信岡かおる 守山雅也
江藤真由美 西口宏泰 原田拓典
檜垣勇次 平田誠*

芝原雅彦 大谷俊浩 黒木正幸
富来礼次 小林祐司

北西滋 西垣肇 柴田建
島津勝 田中圭 岡本則子
姫野由香 永野昌博

* 授業担当のみ

教授（33名） 准教授・講師（43名）

学位について
■工学系 ■理学系 ■その他（文学）
※工学の学位でも理学系に近い学位（学位論文）であったり，教育や研究を行なっているケースもあるため，研究者ごとで工学系か理学系の確認を実施した。

資料２７−１ 教員配置（博士前期課程） 

s
貞

 
弘晃宜

s 

s 

s s 
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基礎科学 領域

  環境デザイン 領域

先進技術 領域

教授（29名） 准教授・講師（32名）

* 授業担当のみ

■工学系 ■理学系

寺井伸浩 吉川周二 高見利也
⾧屋智之 大竹哲史 中島誠
畑中裕司 古家賢一

坊向伸隆 渡邉紘 紙名哲生
内田俊* 岩下拓哉 加藤秀行*
北西滋 原田拓典 高炎輝

末谷大道 工藤孝人 高橋将徳 
槌田雄二 岩本光生 小田和広
田上公俊 濱川洋充 菊池武士
後藤雄治 池内秀隆 井上高教
衣本太郎

市來龍大 近藤篤 信岡かおる
大野武雄 大森雅登 片山健夫
檜垣勇次 栗原央流 中江貴志
橋本淳 福永道彦 山本隆栄
大津健史

芝原雅彦* 大賀恭 大谷俊浩
黒木正幸 富来礼次 小林祐司
一二三恵美 鶴成悦久

守山雅也 江藤真由美* 柴田建* 
島津勝 田中圭 岡本則子
姫野由香 平田誠* 西口宏泰
山本健太郎

※工学の学位でも理学系に近い学位（学位論文）であったり，教育や研究を行なっているケースもあるため，研究者ごとで工学系か理学系の確認を実施した。

資料２７−２ 教員配置（博士後期課程） 

s
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資料２８ 先端技術・GX研究センター 
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資料２９−１ 養成する人材像と進路等の概要（博士前期課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

先進機械システム
プログラム

応用化学
プログラム

地域デザイン・建築学
プログラム

物理・電気電子
プログラム

高度実践系

情報・数理系

情
報
・
数
理
・

デ

タ
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム

社会のデジタル変革に必要な実践的ITスキルを習得して，新しい付加価値の創造を主導し，非常事態においてはデ
ジタルインフラの速やかな回復・復興に寄与できるDX専門人材

基礎情報学，計算機工学，知識科学及び数理科学の相互作用によって生まれる専門知識を基礎として社会の諸問題
を解決するともに，データサイエンスを活用できる能力を有する情報技術者，研究者，教育者

物理学及び電気エネルギー・電子工学をより高度かつ融合的に学び， 広い視野と柔軟な思考力，探求力，活用力，
研究・開発に携わる能力と課題解決能力を醸成し，持続可能なより良い社会を支える創造性と専門性を備えた技術
者，研究者，教育者

最先端の機械・エネルギー・制御・情報工学，あるいはメカトロニクス分野のより高度な知識と技術を習得し，高
効率で環境負荷の低い機械の設計・開発や持続可能な社会を支える技術開発に貢献できる技術者，研究者

基礎化学の知識と物質・材料化学及び生物化学の高度な専門知識と技術を，分野横断的に活用する能力を習得し，
新規機能性材料開発，環境，エネルギーなどの諸課題解決に貢献できる技術者，研究者，教育者

地域環境・防災，自然科学，環境科学，あるいは建築計画・都市計画，建築環境・設備，建築構造，材料施工に関
する高度な知識と技術を習得し，それらを分野横断的に活用できる技術者，研究者，教育者

養成する人材像 進路等

情報システム・ソフトウェア・情報処理・
セキュリティ・流通・金融・保険・印刷・
運輸などの技術者／公務員など

情報システム・ソフトウェア・情報処理・
セキュリティ・流通・金融・保険・印刷・
運輸などの技術者・研究者／ ／数理科学の
研究者／教員／公務員など

自動車・航空機・造船・鉄道・重工業・エ
ネルギー・機械・電機・半導体・産業用ロ
ボット・化学系製造業・福祉・医療機器な
どの技術者・研究者／教員／公務員など

電機・電力・情報・通信・半導体・自動
車・鉄鋼業・システム開発，その他あらゆ
る産業分野の技術者・研究者教員／公務員
など

石油化学系企業・化学工業系企業・繊維高
分子系企業・食品系企業・エネルギー系企
業・半導体系企業などの技術者・研究者／
教員／公務員など

環境・都市計画・建築環境などのコンサル
タント／自然科学・測量・総合建設業・建
築設計事務所・住宅産業・建築設備・建
材・情報通信・システム開発などの技術
者・研究者／教員／公務員など
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基礎科学領域

環境デザイン領域

先進技術領域
機械，メカトロニクス，物理学，電気・電子，応用化学などの最先端の高度な知識・技術を修得し，これらを用
いて新規で実用性に富む物質・材料の創成，システムやデバイスの開発及び高機能・高性能化に取り組み，課題
解決に貢献できる技術者，研究者

理学系基礎科学分野や工学系技術分野を基軸として，数理科学あるいは情報処理に関する高度な知識・技術を修
得し，非経験あるいは経験に基づく考察と体系化によって，新しい理論の確立あるいは新しい理工学系基盤分野
の創設に取り組み最先端の研究課題の解決に貢献できる技術者，研究者

自然および都市を包括した地域循環共生圏における科学，生活環境及び地域環境に関連する高度な知識・技術を
修得し，地域循環共生圏における課題を見出し，その解決に取り組み，地域循環共生圏の発展に貢献できる技術
者，研究者

養成する人材像 進路等

情報システム・ソフトウェア・情報処理・
セキュリティ・流通・金融・保険・印刷・
運輸などの技術者・研究者／ 数理科学の研
究者など

自動車・航空機・造船・鉄道・重工業・エ
ネルギー・機械・電機・半導体・産業用ロ
ボット・化学系製造業・福祉・医療機器・
電力・情報・通信・鉄鋼業・システム開
発・石油化学・化学工業・繊維高分子・食
品，その他産業分野の技術者・研究者など

環境・都市計画・建築環境などのコンサル
タント／自然科学・測量・総合建設業・建
築設計事務所・住宅産業・建築設備・建
材・情報通・システム開発などの技術者・
研究者など

地域デザイン・建築学
プログラム

物理・電気電子
プログラム

応用化学
プログラム

先進機械システム
プログラム

情報・数理・
データサイエンス

プログラム

博士前期課程 理工学専攻

博士後期課程 理工学専攻

それぞれの専門性の高度化をより具体的に追求し，より良い社会を構築するためのイノベーションを担う指導的人材を養成

資料２９−２ 養成する人材像と進路等の概要（博士後期課程） 
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資料３０−１ 修了までのスケジュール（博士前期課程） 

 

年次 学期（時期） 教育や研究の実施内容等 

１年次 ４〜５ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

副指導教員の決定 

１年次前期の研究計画の確認 

研究指導（ゼミ等） 

６〜７ 授業，演習等の履修 

研究指導（ゼミ等） 

８〜９ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

研究指導（ゼミ等） 

１０〜１１ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

１年次後期の研究計画の確認，修士論文研究の構想 

研究指導（ゼミ等） 

１２〜１ 授業，演習等の履修 

研究指導（ゼミ等） 

２〜３ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

修士論文研究に関する構想の具体化と個別指導（ゼミ等） 

２年次 ４〜５ 履修計画の指導 

「特別研究１」等の履修，実験等 

２年次の研究計画の確認 

研究実施とゼミなどでの指導 

６〜７ 「特別研究１」等の履修，実験等 

研究実施とゼミなどでの指導 

８〜９ 単位取得状況の確認 

研究実施とゼミなどでの指導 

１０〜１１ 「特別研究２」等の履修，実験等 

研究実施とゼミなどでの指導 

修士論文作成 

（中間発表等） 

１２〜１ 「特別研究２」等の履修，実験等 

研究実施とゼミなどでの指導 

修士論文作成，指導 

２〜３ 修士論文作成，指導 

学位論文審査 

修了（３月） 
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資料３０−２ 修了までのスケジュール（博士前期課程） ※秋季入学の場合 

 

年次 学期（時期） 教育や研究の実施内容等 

１年次 １０〜１１ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

※講義科目，Enhanced PBL 科目との連動を考慮した履修 

 1 年前期については講義主体の履修とする 

副指導教員の決定 

１年次前期（10 月〜）の研究計画の確認 

研究指導（ゼミ等） 

１２〜１ 授業，演習等の履修 

研究指導（ゼミ等） 

２〜３ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

研究指導（ゼミ等） 

４〜５ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

※講義科目，Enhanced PBL 科目との連動を考慮した履修 

 1 年後期については講義主体の履修とする 

１年次後期（4 月〜）の研究計画の確認，修士論文研究の構想 

研究指導（ゼミ等） 

６〜７ 授業，演習等の履修 

研究指導（ゼミ等） 

８〜９ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

修士論文研究に関する構想の具体化と個別指導（ゼミ等） 

２年次 １０〜１１ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

※講義科目，Enhanced PBL 科目との連動を考慮した履修 

「特別研究１」等の履修，実験等 

※「特別研究１」は履修モデル上前期開講科目であるが，10 月

入学生向けに，後期も時間割上設定を行う。 

２年次前期（10 月〜）の研究計画の確認 

研究実施とゼミなどでの指導 

１２〜１ 「特別研究１」等の履修，実験等 

研究実施とゼミなどでの指導 

２〜３ 単位取得状況の確認 

研究実施とゼミなどでの指導 

４〜５ 「特別研究２」等の履修，実験等 

※「特別研究２」は履修モデル上後期開講科目であるが，10 月

入学生向けに，前期も時間割上設定を行う。 

研究実施とゼミなどでの指導 

修士論文作成 

（中間発表等） 

６〜７ 「特別研究２」等の履修，実験等 

研究実施とゼミなどでの指導 
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修士論文作成，指導 

８〜９ 修士論文作成，指導 

学位論文審査 

修了（９月） 
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資料３０−３ 修了までのスケジュール（博士後期課程） 

 

年次 学期（時期） 教育や研究の実施内容等 

入学前 試験の実施 

研究計画の作成 

副指導教員の調整 

１年次 ４〜５ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

副指導教員の決定 

１年次前期の研究計画の確認 

研究の実施，学術論文等投稿準備 

研究指導（ゼミ等） 

６〜７ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体構想検討 

研究指導委員会による指導（随時） 

８〜９ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

１０〜１１ 授業，演習等の履修 

１年次後期の研究計画の確認  

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体構想検討 

研究指導委員会による指導（随時） 

１２〜１ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

２〜３ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体構想検討 

研究指導委員会による指導（随時） 

２年次 ４〜５ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

２年次の研究計画の確認 

研究実施とゼミなどでの指導 

６〜７ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体像の確認 

研究指導委員会による指導（随時） 

８〜９ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 
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研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

１０〜１１ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

博士論文の全体像の確認 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

１２〜１ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

２〜３ 単位取得状況の確認 

博士論文の作成 

研究指導（ゼミ等） 

３年次 ４〜５ 博士論文の作成 

学位申請までのプロセス確認（申請時期：１・４・７・１０月） 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

６〜７ 博士論文の作成 

研究指導（ゼミ等） 

８〜９ 博士論文の作成 

予備審査の申請準備 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

１０〜１１ 予備審査の申請（１０〜１２月第２金曜日まで）及び予備審

査（１０～１２月第３週まで） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の作成と修正 

本審査の申請準備（１２月末日まで） 

研究指導委員会による指導（随時） 

１２〜１ 第１回審査（審査委員会）（１月下旬まで） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の修正 

２〜３ 論文公聴会と審査（２月最終日まで） 

第２回審査・学力の確認・最終判定（審査委員会） 

学位判定（３月中） 

学位授与（３月学位授与式） 
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資料３０−４ 修了までのスケジュール（博士後期課程） ※秋季入学の場合 

 

年次 学期（時期） 教育や研究の実施内容等 

入学前 試験の実施 

研究計画の作成 

副指導教員の調整 

１年次 １０〜１１ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

副指導教員の決定 

１年次前期の研究計画の確認 

研究の実施，学術論文等投稿準備 

研究指導（ゼミ等） 

１２〜１ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体構想検討 

研究指導委員会による指導（随時） 

２〜３ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

４〜５ 授業，演習等の履修 

１年次後期の研究計画の確認  

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体構想検討 

研究指導委員会による指導（随時） 

６〜７ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

８〜９ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体構想検討 

研究指導委員会による指導（随時） 

２年次 １０〜１１ 履修計画の指導 

授業，演習等の履修 

２年次の研究計画の確認 

研究実施とゼミなどでの指導 

１２〜１ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の全体像の確認 

研究指導委員会による指導（随時） 

２〜３ 単位取得状況の確認と履修計画の指導 
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研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

４〜５ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

博士論文の全体像の確認 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

６〜７ 授業，演習等の履修 

研究の実施，学術論文等投稿準備（投稿） 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

８〜９ 単位取得状況の確認 

博士論文の作成 

研究指導（ゼミ等） 

３年次 １０〜１１ 博士論文の作成 

学位申請までのプロセス確認（申請時期：１・４・７・１０月） 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

１２〜１ 博士論文の作成 

研究指導（ゼミ等） 

２〜３ 博士論文の作成 

予備審査の申請準備 

研究指導（ゼミ等） 

研究指導委員会による指導（随時） 

４〜５ 予備審査の申請（４〜６月第２金曜日まで）及び予備審査（４

～６月第３週まで） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の作成と修正 

本審査の申請準備（６月末日まで） 

研究指導委員会による指導（随時） 

６〜７ 第１回審査（審査委員会）（７月下旬まで） 

研究指導（ゼミ等） 

博士論文の修正 

８〜９ 論文公聴会と審査（８月最終日まで） 

第２回審査・学力の確認・最終判定（審査委員会） 

学位判定（９月中） 

学位授与（９月学位授与式） 
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資料３１ シラバスの例 

 

（専門領域科目群のシラバス例） 
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（Enhanced PBL 科目群のシラバス例） 
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資料３２−１ 大分大学における科学研究上の行動規範 
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資料３２−２ 大分大学における公的研究費の使用に関する行動規範 
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資料３２−３ 国立大学法人大分大学における研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規

程 
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資料３２−４ 国立大学法人大分大学における公的研究費の不正使用の防止及び対応に関する規

程 
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資料３２−５ 大分大学理工学部研究倫理審査委員会細則 
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資料３３ 理工学部で取得可能な免許等 

 

大分大学 HP 

https://www.oita-u.ac.jp/000047864.pdf 
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資料３４ 「理工学研究科」への接続に対する取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工学研究科

理工学部改組（R5）

理工学部

R8年度＝完成年度 → R9年度進学

R7年度改組
理工学研究科（仮称）

博士前期課程 博士後期課程① R7～R8年度進学

理工学部改組（H29）

② R7～R8年度進学

旧カリ
新カリ

博士前期課程 博士後期課程

「理工学連携セミナー」

「先進理工学連携セミナー」
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資料３５−１ 各選抜試験で重視する力や観点（博士前期課程） 

 

（博士前期課程） 

入試区分 

求める学生像 

１．理学及び工学分野

の基礎をなす数学や理

科等の基礎学力を備

え，複雑化する社会の

課題に対して学際的に

取り組み，新たな技術

革新を創造する意欲と

粘り強さを持っている

人 

２．修得した専門知識

や技術を活用して，課

題解決や理論創出に自

立的に考えながらも他

者と協力・協働して物

事を実行する姿勢とコ

ミュニケーション能力

をもっている人  

３．グローバルな広い

視野と高い倫理観を身

につけて，国際社会や

地域社会の課題解決や

イノベーション創出の

ために，リーダーシッ

プと行動力を発揮しよ

うとする意志をもって

いる人  

一
般
入
試 

口
述
型 

出願書類 ○   

専門基礎学力に関する 

口述試験による学力検査 
◎ ○ ○ 

筆
記
型 

成績証明書 ○   

学力検査 ◎   

面接 ○ ◎ 〇 

社
会
人

入
試 

出願書類 ○ ◎  

面接 ◎ 〇 〇 

外
国
人
留
学
生
入
試 

口
述
型 

出願書類 ○   

専門基礎学力に関する口述

試験による学力検査 
〇 ◎ ◎ 

筆
記
型 

成績証明書 ○   

学力検査  ◎  

面接 ○ ◎ 〇 

 ◎は特に重視する 
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資料３５−２ 各選抜試験で重視する力や観点（博士後期課程） 

 

（博士後期課程） 

入試区分 

求める学生像 

１．高度な専門知識を有

し，科学技術を深く探求

し，独創的研究に取り組

む意欲，社会の課題解決

やイノベーションにつ

ながる新たな分野や理

論などの創出に意欲を

もっている人 

２．高い倫理観のもと，

国際的視野や感覚をも

ち，効果的かつ戦略的な

プロジェクトの立案と

管理においてリーダー

シップを発揮できる指

導的技術者・研究者を目

指している人  

３．多様な価値観を理

解・尊重でき，人間性が

豊かで，持続可能な社会

とイノベーションの創

造・創出に意欲的・積極

的に参画しようとする

志をもっている人  

一
般
入
試 

書類審査 ○ 
 

 

学力検査 

筆記試験 ○ ○※ 〇 

口述試験 ◎ ○※ 〇 

社
会
人
入
試 

書類審査 ○   

学力検査（口述試験） ◎ ○ ○ 

外
国
人
留
学
生
入
試 

書類審査 ○   

学力検査 

筆記試験 ○ ○※  

口述試験 ◎ ○※ 〇 

◎は，特に重視する 

※筆記試験又は口述試験の中で問う 
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資料３６ 国立大学法人大分大学教育職員規程 
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資料３７ 国立大学法人大分大学における内部質保証に関する規程 
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